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五格(心・気・理・機・術)一貫 ― 『一刀流極意』の教えを読む 

小野派一刀流宗家 笹森 建美 解説 

不生不滅（ふしょうふめつ） 

 初心の間は技が弱く生まれ、そしてすぐ滅んでしまうもので

ある。それは目も届かず、つまり目付けが宙を追うが如く定ま

らず相手を見とおすことができない状態で、しかも腕は伸びず、

足の運びも短く、息も続かず、″気″も短いからである。初心

者の技はここで打とうと思い、卒爾
そつじ

として生じ、また直ぐ滅ん

でしまうことになる。浮足だって、今か、さらにまた今、今、

という瞬間にボンボンと手数多く打っていく。そこには打ち出 

す一本を大切にする心も、そして打ち出す必然性も、また必然

性を求めたとしてもそこまでの我慢もない。そのような打突は

生滅が見てすぐわかるものである。起こりと終りが相手にはよく見える。すなわち見すかされる。

すると、そこを防がれ、払われ、余されたりして打たれることになる。 

 稽古ではこの生滅がないようにしなければならない。生滅のない剣道を求めて日々稽古すること

である。多年稽古に励み、心身技能が上達すると、技を出して泥
なず

まず、終ってそこに滞らず、とい

うようになる。生まれて現れず、滅してそして絶えず、始めなく終りなく循環端なきように遣
つか

うよ

うになるのである。 

 打っては、またすぐさま切先を正しく生の間にもどし、生の間にあってまた打ち出す。わが竹刀

は常に生き、われは常に生の間にあって滅することなきように心がける。生の間にわれがあれば、

相手のどんな動きにも即応することができる。相手の技の起こりを知り、そこに乗る。あるいは相

手の技を留め、技の終りを見極めて、これに乗っ取って勝つのである。この工夫を心がけて稽古を

積むと、不生不滅の理に至り、必勝不敗の境に達することが可能となる。 

 生の間にあって滅することがないということは、すなわち残心である。 

 残心というのは心を残そうと思って残すことではない。打つべき時は万心を捨てて一心不乱に打

ち込む。かわされるだろうとか、今が本当に打つべき機会だったろうかといった万の心を一切捨て

打ち込むのである。それが誠心である。そして万一はずれてもこの誠心があれば返りあってまたも

との“生”地にもどるものである。 

 勢いよく捨てたものは向うへつかえる。するとその反動で自然に残りが撥ね返る。つまりこれで

ある。例えれば太鼓を打つ者の棒が打つと同時にもとの前に返るようなもの。打ち終った後を初め
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の締りとなすことが大切なのである。旧いものを一切捨ててかかると新しいものが備わる。この新

しい心、気、技が備わるのが残心である。 

 勝負に臨んで一度打って技が終り、構え、切先、体、心が尽きたなら、そこを相手から打たれる

と応ずる備えがなく、負を喫することになる。従って、打って尽きず、突いて止らず、勝ってなお

許さず、油断なく、常に心を満たしていなければならない。 

 残心を常の稽古で心がけ、払っても、流しても、また打っても、突いても、自分の切先は常に生

きて相手の真只中を指し、少しも許すことのないようにすることが大切である。 

 充分な残心があって、不生不滅の理が生まれるのである。 

 

八方満心（はっぽうまんしん） 

相手がどこから攻めてきても、

直ちに応じ、また相手のどこに

虚が見えてもすぐにこれを打つ

技が出るようになるためには、

わが心を四方八方に配っておか

なければならない。それはちょ

うど水が方円の器に従って移る

ように、相手の動きによってそ

れぞれ対応する心がけが大事で

ある。             打方 笹森 建美十七代宗家  仕方 清水 公大(剣道教士七段) 

 四方八方とは全方向である。心を一方に偏することなく体中いっぱいにしておく。そうすれば相

手がどの方向からきても、瞬時にその方向へ心が向き、心で応答し、能動的に発せられて気となり、

相手に対応することができる。満身に満心を保つのである。 

 心がそうである限り、相手の全ては見えて、泰然自若として余裕のある動きができることになる。 

 ところが、心が一方向、あるいは一つのことに凝滞することがある。心気の居付きである。居付

けば、技は出ず、負けとなる。手足は凝
こ

り、守りながら守りが成らず、相手の思うように引き回さ

れることになる。 

 要するに相手の姿と所作動作に目が居付き、心が居付くのだが、それは、驚、怖、惑、疑の四病

であり、さらに加えれば、臆
おく

する、侮
あなど

る、驕
おご

るも含むことができる。すなわち七病である。 

 また、自分の得意技を出そうと、それだけに心捉われ、その強いところに居付き、あるいは構え
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が堅いと思ってその構えに居付き、ここが弱いと掛ってその弱いところの守りに居付くなど、みな

よろしくないものである。小手打ちが得意だとして、その小手打ちを出したいがために、相手の小

手に心も気も目もいく。これは全てに凝った状態であり、その初動からして、相手にはよく見える

ものである。 

一つ覚えた得意技のみにたよらず、よくよく相手の一瞬の動きに乗り、そして移ることが大切で

ある。しかも主心を失わないように工夫しなければならない。 

 主心とは打つべきところで正しく剣を遣うことである。野球を例にとるとして、自分はいま打席

に入っている。相手は剛球投手である。相手は打たれまいとしてカーブを投げたり、コーナーに散

らしたりしてくる。そのような撹乱
かくらん

にも自分を見失うことなく、ひたすら相手の剛球を待つ。そし

てついにその剛速球が真ん中にくる。それをこの時とばかりに打つ。主心とはそのようなものであ

る。 

 剣道ならば、外の状況を見極めつつ、われを見失わず、源を常にわれに発して冴
さ

え冴えとしてあ

れば、いついかなる場合でもその用を便ずることができる。それは、あたかも水が方円の器に湛
たた

え、

時に飛瀑となり、そして大洋となるが如く、みずからの形に居付くことのなく、しかも上善の用を

なすようなものである。 

 居付かないためには、心を流転させることである。流転させるためには生き生きとして心、まず

これを四方八方にいっぱいにすることが大事である。いっぱいに満たすと、自然に円くなるのが道

理である。しかし円がよいといっても円いままで四角に入ると角が隙
す

く。それならと四角にする。

しかし今度は四角なものを円の中に入れると、また隙間ができる。要するに円がよいとか四角がよ

いとかいうものではない。本来、円もなく四角もなく、器に従って移り、機に乗じて変らなければ

ならないのである。相手の使い方次第ということである。 

 八方に心を配って満心とし、その心でどの方向においても応答し、左右・前後・上下その他いず

れからでも打ち込み、またいずれの攻撃にも即意し得ることが大事である。そしていかなる時にお

いても安泰であり、かくてすべての技の働きにかなうことになる。 

 

万有が一に初まり、一に帰す 

 一刀流の哲理は『万有が一に初まり一に帰す』原則に立つ。すなわち『一刀即万刀』であり、一

刀に万刀を乗せ、万刀に一刀を配するのである。 

この理による組大刀は、いろは四十八文字に譬
たと

えられる。初めに習う時は、い、ろ、は…と一字

ずつ順に覚え、一旦覚えたならその順序を捨て、必婁に応じてこれらを自由に組み合わせて言葉と
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し、文章を綴って用とする。組太刀もそのように初めはー本一本正しく習い、覚えたものが後には

敵の有り様に応じ、いずれの用にも働き得るようにするのである。つまり、たとえば切落しのー本

の理が組太刀百本に乗り移り百本の技が切落しー本に帰する。百本の技が各々離れ離れにならない

よう、一貫して一本に遣うということである。 

手の指にも譬
たと

えることができる。儀式の始めに遣う太刀である『三重』は拇指で、大太刀は人差

し指、刃引を用いて行なう『刃引』は中指、秘中の秘極意『払捨刀』は紅指、そして『小太刀』を

小指とし、これらを握ると一つの拳の働きができるようにするということである。 

「一刀に万刀を乗せ、万刀に一刀を配し、これを一心に具足して十万に透徹し必要に応じて可な

らざるなきにいたる」－これが『一刀即万刀』の本旨である。 

 

心気一如（しんきいちじょ） 

心の働きを全うするには、知情意の一致を期さなければならない。明知は万象を照らす鏡である。

この鏡に映った姿を清浄な純情をもって果断処決する雄渾
ゆうこん

な熱意を働かせるのである。この知情意

一束一団の心が満ち満ちて、その潜在力が能動の力となって爆発するとき、それは強烈なó気óとな
り、大事を成し遂げることになる。そのó気óこそが豪気と呼ぶものであり、またó生気óともいう。 

ò生気óの対語はó死気óである。ò生気óは完成を目指して、永久に進む働きの継続であり、産まれる
所、起こる所、伸びる所、増す所、強まる所、働く所の気である。ó死気óとは絶える所、止まる所、

縮まる所、弱まる所、休む所の気である。勝負にあたっては、常にò生気óを養い、ó死気óを退けな
ければならない。懸待一致のことというのがあるが、その懸中待は動中静であり、待中懸は静中動

である。これを心技に備えるには、常にò生気óを保つことにある。そして保つには養うことである。
養うには法がある。それはひと端ひと端に思い新たにし、不断に励むことである。そのことにより、

循環に瑞がなくなり、ò生気óも限りなく盛んとなるのである。 

 気の理解が進めば、心との関係はおのずと解ってくる。例えば、心は薪
たきぎ

で気は火のようなもの

である。薪が湿っている。あるいは少ししかないとする。すると当然、火は燃え上がってこない。

また燃えたとしても火勢が弱かったりする。そこで盛んな火を燃やすためには乾いた薪をたくさん

に、または良質の石炭、石油を多く用意する必要がある。この乾いた薪、良質の石炭と石油を用意

するということは、要するに心の明哲、純潔、健確を長養しなければならないということである。 

 心は実であり、本体本質である。気は用であり、より具体的に変質し、運用すべきものである。

もちろん、その関係を認識したからといってすぐに発揮されるものではない。日頃の稽古で気を、

豪気、生気を養うようにしなければならないのである。二葉から苗、成木、そして空を蔽
おお

う大樹と
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なるのには、幾百年もの間、雨、露、風、雪、寒暑をしのいでくるように、豪気の大成には多年の

熱心な稽古が不可欠である。呼吸の調えを考え、丹田を意識し、丹田で呑吐
どんと

しながら、努めて強剛

の者と立合って心気胆力を練り鍛えるべきである。気烈しく、勢い盛んに相手を制すると、激流の疾
はや

き、岩をも漂わすようになるものである。 

 

流露無碍を志す（りゅうろむげ） 

一刀流組太刀の技の稽古では、体と技の凝り固まりをほどき、柔らかく大きく素直になることを

学ぶ。すなわち流露無碍を志すのである。氷をとかして水となし、岩を砕いては粉となし、方円の

器に従い、敵のどんな隙にも流れ人って滞りがないようにする。敵の架
か

（構え）の働きに従って打

ち出す大刀の向うの勢いを流しそらし、われから進んで柔らかに勝つのである。もしわれが勝気を

強くし、日を剥
む

き肩をいからして、ただ敵を打とう、われは打たれまいとカみを出すと、わがなす

ことは兎角
とかく

の色に出で、敵に取り付いて心が動き、角張って閊
つか

え行き詰まり、そこを敵から乗ぜら

れる。だからすべて敵に取り付かず居付かず、無為無心となって一刀を滞りなく繰りかえし繰りか

えして打ち流し、丸く柔らかく遣い馴れることである。そうすれば、われと敵とは一体になり、正

しく勝つべきところにわれ勝ち、流儀の極則たる流露無碍の妙域に達することができるようになる。 

 

万水映月（ばんすいえいげつ） 

 一刀流仮字目録に“水月之事”とある。これは稽古に当たって相手に対する時の心境の理を説く

ものである。 

 まずその水の心だが、わが心が水のようになって清く澄み、風なく静かであれば、満月は円く、

三日月は細くと、それぞれの月影を宿して手に取るように明らかである。しかし水が濁
にご

って波立つ

と、月影は清らかならず、また定かならず、形乱れて映る影は千々に砕けて捉
とら

えることができない。 
 剣道もまさしくこれと同じである。相手に対し、攻めようともせず、また防ごうともせず、平然

渾然
こんぜん

と相手を見れば、相手の形色がことごとくわが心の鏡に映る。もし相手を打つことだけに心

が騒ぐなら、心が一所に凝って肚が抜け、相手の思惑もわからず、かえって相手に乗ぜられる。ま

た防ぐことのみに心が捉われれば、われは死物となり、当然、相手の姿を見抜くことはできなくな

る。 

 従って、心は澄んで静かであることが大切である。心がそうであれば、われより烈しく懸る間に

も相手の応変がただちにわが心に映り、守るときにも相手の隙が見えて瞬時に打ち込むことができ

るものである。わが心を静かな水のように養い慣れさすことができるなら、常に真如
しんにょ

の月が映るよ
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うに応変自在の活動ができ、勝たぬということがないのである。 

 月の心、これは稽古に際しわれは月のような心となって相手を一体に見下ろすということである。 
 月は中天に懸かって山を照らし谷を照らし、野を照らし家を照らし、草木を照らし人を照らす。

これを照らし、あれを照らさぬということはなく、昭 々
しょうしょう

として万物を照らすのである。 
 その月と同じように、われは相手を照らす。相手の形相をことごとく照らす。そして相手に隙が

あれば瞬秒の間をおかず直ちに打ち込む。それは障子を開くるやいなや、座敷に月の光が射し込む

のと同じである。かりそめにも孤疑
こ ぎ

の心を起こし、渋り滞るところなどあってはならないのである。 

 しかし月が曇れば、地上を照らすことはできない。剣道でいえば、われに邪念
じゃねん

妄想
もうそう

があると相手

の実相がわからない。これと同じである。相手がわからないということは隙があってもそれが見え

ないということである。 
 また月が欠けるように、わが心に欠けたところがあると光が薄くなる。これも曇りと同じことで、

相手がよく見えないということになる。 

 このように考えると、いつでも晧々
こうこう

たる満月が晴天に輝くような心境を養って相手と対し、そ

して相手の実相をよく見て、明るく真っ直ぐな技を出す稽古が大事だとわかる。常に真如の月をわ

が心とすることを学ぶべきである。 

 そして万水映月の教えだが、万水のó万óはあらゆるという意である。明月は到る所として照らさ

ざるものがない。また水あればそのことごとくに映る。大海に映
えい

じ、湖沼河川に映じ、水鳥の 嘴
くちばし

振る水にも葉露にも映ずる。大に映じ小に映じ、動に映じ静に映じて洩
も

らすところがない。われは

その月ともなり水ともなることが大事である。相手が面を望むのが見えると、われより小手にいき、

あるいは突きに出る。また相手から突いてくれば交わして払い、面なりを襲
おそ

う。出れば迎え、逃げ

れば追う。つまり相手の心の微妙を知ってわれより即刻これに応えるのである。 

 稽古の初めのほどは、相手の体や竹刀の動きが見えてからこれに応じて打突をかけるものだが、

熟達してくると相手の体が未だ技を出さずとも、その心気が微
かす

かに動いたところで、ことごとくわ

が心に映るものである。それには常に不動の心を養わなければならない。 
 不動の心、それは危機に臨んで心気転倒せず、しかも邪念妄想の去った動かない心、揺れない心

である。勝とうとか、負けまいとの欲望を捨て、心の暗雲を取り去り、ただ真心をもって稽古にい

そしむのでなければ得られるものではない。 

 この不動心が養われ、そこに初めて万水映月の境地を知るのである。 
 そしてこの境地を知ったなら、相手との一体のこと、和のことに思いがいく。自分が相手の月と

なり水となるのである。自分が月とすれば相手は水である。相手の水に月の自分が映る。そしてそ




